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　明けましておめでとうござ

います。新型コロナの影響で、

以前のような生活ができにく

い状況です。身近な課題解決

に向け、コツコツと全力で取

り組みます。

　市民の皆様の生の声を聞

き、言葉を交わし、市民の皆

様の立場で、目線で、素早く

行動し、安心安全な街づくり

をする為に日々努力し行動し

ます。

　「繋げる・広げる・行動する」

をモットーに赤穂市全体の課

題に取り組みます。今後とも

ご支援、ご協力を何卒よろし

くお願い致します。

　議員活動も３年目に入りま

した。今年も、コロナ禍や物

価高騰などから市民の皆さん

の生活を守り、憲法を生かし

平和を守る政治の実現のため

頑張ります。

　謹んで新春のお慶びを申し

上げます。「明日は我が身」「子

どもは地域の宝」を念頭に、

高齢者・障がい者福祉、子育

て支援に誠心誠意取り組んで

まいります。

　物価高騰・コロナ禍が続く

中、お一人おひとりが生活

に安心と希望を見いだせるよ

う、小さな声を大切に、様々

な課題に全力で取り組んで参

ります。

　新年明けましておめでとう

ございます。本年が赤穂市に

とって実りある 1 年となるよ

う、市政の課題解決に向けて

取り組んで参ります。

　初心を忘れず、皆様の声を

しっかりお聴きし、地域の課

題や問題を的確に捉えて、こ

のまちを、次の世代に引き継

ぐため全力で取り組んで参り

ます。

新 年 の ご あ い さ つ
赤穂市議会議長　山田　昌弘

議員から新年の抱負

前 田 尚 志

井田佐登司

荒 木 友 貴

深 町 直 也

中 谷 行 夫

南條千鶴子

安 田 　 哲

西 川 浩 司

（掲載は議席番号順）

ある「にぎわい」に市民の皆様がほんの一時でも笑顔になれ
たことに喜びを感じております。
　また、高取峠トンネル化に対しては昨年同様、早期実現を
目指し関係機関へ要望し、産業廃棄物最終処分場建設計画に
対しても、昨年、全議員で市内ＪＲ駅において反対運動のＰ
Ｒ活動を実施したところでありますが、今後も継続して赤穂
市民の命の水である千種川を守っていく覚悟であります。
　本年も市民の皆様の声に耳を傾け、誰もが安全でこころ豊
かに暮らせる赤穂市の実現に向け、議員一同全力を尽くして
まいりますので、さらなるご支援、ご協力を賜りますようお
願い申し上げます。
　結びに、市民の皆様のご健勝、ご多幸を心から祈念申し上
げ、新年のご挨拶といたします。

　令和 5年の輝かしい新春を、すがすがしい気持ちでお迎え
のこととお慶び申し上げます。
　平素は、私たち市議会に対し、温かいご支援とご協力を賜
り厚くお礼申し上げます。
　私たちの生命や生活を脅かしてきた新型コロナウイルス感
染症に対し、ワクチン接種をはじめ各種感染予防対策など市
民の皆様のご協力のおかげで、これまで幾度も押し寄せる
「波」を乗り越えてまいりましたが、引き続き感染予防対策
をよろしくお願いいたします。
　昨年は、コロナ禍における感染症対策を十分に講じながら、
３年ぶりに本格実施となった市主催のル・ポン国際音楽祭や
赤穂シティマラソン大会のほか、最大の行事である赤穂義士
祭を無事に開催することができました。少しずつ復活しつつ
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　物価高以外にも普段の生活

において負担増を切実に感じ

る世の中になってきました。

市で出来ることは限られてい

ますが、市民感覚に沿って活

動、提案できればと思います。

　忍耐の先には輝かしい未来

があると信じています。今年

が明るい希望の年になります

よう願い、努力して参ります。

今後ともご指導の程お願い申

し上げます。

　公明党の「大衆とともに」

との立党精神を胸に、一人の

人に寄り添う、小さな声を大

切にする、地道な調査を日々

心掛けて、安心なまちへ全力

を尽くします。

　私も議員として、中堅か長

老の域に達してきましたが、

そろそろ新年の抱負のネタ出

しが苦しくなって来ました。

新年おめでとうございます。

がんばります。

　新年を迎え、市政運営につ

いても目を光らせ、税金が有

効に活用される喜ばしい市政

を推進してまいります。

　あけましておめでとうござ

います。コロナ禍に於いて厳

しい日常生活が続いています

が、将来も住み続けたいと思

えるまちづくりに取り組んで

まいります。

　市民病院の医療安全確保、

市内経済の活性化に繋がる行

政先導の活動と観光客誘致の

推進。子どもたちが生き生き

と遊び学べる環境整備に努め

ます。

　各地域の抱える課題に取り

組みます。また近隣市町との

連携による次の赤穂を築く議

員活動に取り組んでまいりま

す。会派「千種」共によろし

くお願いします。

　世界を感染への恐怖に陥れ

た新型コロナ。海外に加え、

国産の治療薬も承認され、さ

らに収束への期待が高まりま

す。コロナ禍収束後も見据え

て課題に取り組みます。

　withコロナのもとでの新し

い生活様式が求められていま

す。様々な施策が機を逸する

ことなく実行できるよう、全

力で取り組んでまいります。

山 野 　 崇

榊 　 悠 太

前 川 弘 文

奥 藤 隆 裕

年賀状等挨拶状の禁止について

釣 　 昭 彦

土 遠 孝 昌

家 入 時 治

田 渕 和 彦

瓢 　 敏 雄

山 田 昌 弘

　議員は、選挙区内の皆様に対し、答礼のための自筆によるものを除き、

年賀状などの時候の挨拶状を出すことは禁止されておりますので、皆様

のご理解をお願いいたします。
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令和３年度決算を審査
　１１月定例会の初日に、決算審査等の経過並びに結果について、決算特別委員長から報告さ

れました。その後、委員長報告に対する質疑、討論を経て、表決の結果、決算については、一

般会計及び後期高齢者医療保険特別会計に係る合計２議案については、賛成多数で、その他の

８議案については、全会一致で認定しました。（詳細は６ページを参照）なお、10 月 27 日 ( 木 )

には、市長に対し以下の項目について総括質問を行いました。

総括質問

１．介護老人保健施設の経営改善に向けた

取組みについて

総括質問

２．学校教育におけるＩＣＴ利活用の推進

について

市長　まずは手の届く目標として、全国の入所利

用率の平均である９割を目標に、従来からの併設

医療機関である市民病院との連携により、入所促

進を図ることに加え、入所期間については入所者

の心身の状況、病状、その置かれている環境等に

照らし、９か月の入所期間に拘ることなく、個々

の入所者の状況に応じた柔軟な対応を行える取組

みを始めたところである。

　また、公営企業は独立採算制の原則により、企

業として経済性を発揮させ、事業活動に伴う収入

で経費を賄うこととされている一方、採算が取れ

ない状況において、公共的なサービスを維持して

いくためには、一般会計からの財政支援が必要と

なる場合も想定される。

　その際に重要となるのは、公営企業の経営の合

理性・効率性、事業が地域の実情や社会的なニー

ズに合ったものであること、また一般会計の財政

状況は当然のこと、他の行政サービスに影響を及

ぼさないかを含め、総合的に判断しなければなら

ない。

　こうしたことから、まずは、持続可能な運営を

目指し、入所及びサービス利用率の向上を図るな

ど、経営改善にしっかりと取り組むことが最重要

であると考える。

●その他の質問事項

・入所利用率９割の目標は持続可能な経営なのか

・市民病院との連携に係る状況及び効果について

・施設を「超強化型」とするための取組みについて

・一般会計の支援を合理的に判断するための公立施設  

としての存在意義及び地域ニーズについて　　外

問　デジタル教科書導入に係る教員に対する支援

について

教育長　赤穂市教育委員会の現状は、中核市以上

のような指導主事が数十名もいる組織ではなく、

指導主事１名のみの配置であり、必ずしも学校を

人的に支援する体制とはなっていない。

　ＩＣＴの利活用についても、担当部署や専門の

担当者はいないが、教育委員会と各学校の教員で

組織する情報教育担当部会が連携し、他市に先駆

けてタブレットの持ち帰りやオンライン学習につ

いて取り組んできた。デジタル教科書の導入につ

いては、令和４年度に市内全小中学校において、

算数・数学又は理科のうち１教科と外国語につい

てデジタル教科書を活用している。

　さらに、授業スキル・ＩＣＴ活用スキルを持つ

教員を「エバンジェリスト」として、より効果的

な指導方法を各校へ広めるための研修も行ってお

り、既に当資格を持つ教員もいる。今後はＩＣＴ

分野にも精通した人員の増員を図っていきたい。

問　ＧＩＧＡスクール構想の推進に係る体制整備

について

教育長　令和２年度から３年度にかけて児童生徒

１人１台タブレットの導入や校内の通信環境整備

を行った。今後は教育ＩＣＴ環境の充実のため、

デジタル教科書等のソフト面、指導者育成や人材

面の整備が必要であるが、これまで児童虐待等、

児童生徒の命に関わる部門での人材配置を優先的

に要望してきた。今後は国・県の動向を注視しな

がら、更にソフト面の充実を図るとともに、民間

事業者による支援の活用等も検討したい。
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９月２９日（木）

１０月　６日（木）

１３日（木）

２０日（木）

２７日（木）

市民病院、上下水道部

議会事務局、会計課、監査委員

事務局、選挙管理委員会、

公平委員会事務局、総務部、

市長公室（危機管理監含む）

市民部、健康福祉部、建設部、

産業振興部、農業委員会

消防本部、教育委員会

市長に対する総括質問

一般質問者と質問事項（質問順、質問項目のみ記載）

※QRコードより、議員ごとに一般質問の様子を動画にて閲覧できます。

決算特別委員会
【 審 査 日 程 】

11 月 定 例 会 よ り

釣　　昭彦

中谷　行夫

井田佐登司

安田　　哲

土遠　孝昌

前川　弘文

奥藤　隆裕

瓢　　敏雄

委 員

〃

〃

〃

委 員 長

副委員長

委 員

〃

　令和４年１１月（第４回）定例会を、１１月２５日から１２月９日までの１５日間にわたり

開催しました。

　この定例会において、継続審査中の令和３年度決算審査等について委員長報告を行い、その

後、質疑、討論、表決を経て認定、可決しました。

　また、令和４年度一般会計補正予算、専決処分の報告、条例の制定及び一部改正、事件決議

など２３議案を審査し、４議案を賛成多数で可決、１９議案について全会一致で承認、同意、

可決しました。（詳細は６ページ参照）

　一般質問は、１２月８日、９日の両日で行われ、８名の議員が登壇し、牟礼市政を質しました。

５　南條　千鶴子 議員

　◦妊娠・出産・育児支援について
　◦授乳やおむつ替えができる「赤ちゃんの駅」 の設置について
　◦不登校問題対策事業（ふれあい教室）の拡充について
　◦学校トイレの洋式化と多目的トイレの整備促進について

４　前川　弘文 議員

　◦ホームヘルプサービス事業とホームケア事業の今後に
　　ついて
　◦帯状疱疹ワクチン接種費の助成について
　◦元沖町、元禄橋町と東浜町を結ぶ地下道の修繕等について
　◦幼稚園、小中学校の配膳室のエアコン設置について

３　家入　時治 議員

　◦市民病院の医療安全推進について

　◦中学校運動部活動の地域移行について

２　中谷　行夫 議員

　◦市民病院の信頼回復とサービスの向上について
　◦福浦地区「鳴瀬川」に係る整備について
　◦消防・救急・防災活動の装備品の充実について

１　釣　　昭彦 議員

　◦赤穂シティマラソン大会の今後について
　◦学校園所の今後のあり方について

７　井田　佐登司 議員

　◦交通事故対策について
　◦御崎地区の駐車場のこれからについて
　◦防火対策の在り方について

６　深町　直也 議員

　◦高齢者の補聴器購入助成について
　◦福浦採石場の現状について
　◦キャッシュレスポイント還元事業について

８　瓢　　敏雄 議員

　◦入札・契約制度について
　◦職員の定年の段階的引き上げについて
　◦企業版ふるさと納税について
　◦公園の今後について
　◦新学校給食センター周辺の整備について
　◦新学校給食センター整備事業者審査選定委員会について
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賛成：○　　反対：×　　欠席：欠　　※議員は議席順 

議案等番号 件　　　　名
議決
結果

前

田

尚

志

中

谷

行

夫

井
田
佐
登
司

南
條
千
鶴
子

荒

木

友

貴

安

田

　

哲

深

町

直

也

西

川

浩

司

山

野

　

崇

土

遠

孝

昌

榊

　

悠

太

家

入

時

治

前

川

弘

文

田

渕

和

彦

奥

藤

隆

裕

瓢

　

敏

雄

釣

　

昭

彦

山

田

昌

弘

認 第  １  号
令和３年度赤穂市一般会計歳入歳出決算認定に
ついて

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
の
た
め
、
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。

認 第  ２  号
令和３年度赤穂市国民健康保険事業特別会計歳
入歳出決算認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 第  ３  号
令和３年度赤穂市職員退職手当管理特別会計歳
入歳出決算認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 第  ４  号
令和３年度赤穂市墓地公園整備事業特別会計歳
入歳出決算認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 第  ５  号
令和３年度赤穂市介護保険特別会計歳入歳出決
算認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 第  ６  号
令和３年度赤穂市後期高齢者医療保険特別会計
歳入歳出決算認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 第  ７  号
令和３年度赤穂市病院事業会計決算認定につい
て

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 第  ８  号　
令和３年度赤穂市介護老人保健施設事業会計決
算認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 第  ９  号
令和３年度赤穂市水道事業会計決算認定につい
て

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 第 １ ０ 号
令和３年度赤穂市下水道事業会計決算認定につ
いて

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報 第 １ ８ 号   
専 第 ７ 号

専決処分の報告について
令和４年度赤穂市一般会計補正予算

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第５７号議案 令和４年度赤穂市一般会計補正予算
原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第５８号議案
令和４年度赤穂市国民健康保険事業特別会計補
正予算　

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第５９号議案
令和４年度赤穂市職員退職手当管理特別会計補
正予算

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６０号議案 令和４年度赤穂市介護保険特別会計補正予算
原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６１号議案 令和４年度赤穂市病院事業会計補正予算
原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６２号議案
令和４年度赤穂市介護老人保健施設事業会計補
正予算

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６３号議案 令和４年度赤穂市水道事業会計補正予算
原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６４号議案 令和４年度赤穂市下水道事業会計補正予算
原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６５号議案 赤穂市個人情報保護法施行条例の制定について
原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６６号議案 赤穂市個人情報保護審査会条例の制定について
原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６７号議案
赤穂市情報公開条例の一部を改正する条例の制
定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11月（第４回）定例会議案等の議決結果・議員別の賛否
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賛成：○　　反対：×　　欠席：欠　　※議員は議席順 

議案等番号 件　　　　名
議決
結果

前

田

尚

志

中

谷

行

夫

井
田
佐
登
司

南
條
千
鶴
子

荒

木

友

貴

安

田

　

哲

深

町

直

也

西

川

浩

司

山

野

　

崇

土

遠

孝

昌

榊

　

悠

太

家

入

時

治

前

川

弘

文

田

渕

和

彦

奥

藤

隆

裕

瓢

　

敏

雄

釣

　

昭

彦

山

田

昌

弘

第６８号議案
職員の定年等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
の
た
め
、
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん 

第６９号議案
職員の退職手当に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第７０号議案
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第７１号議案
議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第７２号議案
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第７３号議案
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第７４号議案
赤穂市学校給食調理員の給与の特例に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第７５号議案
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第７６号議案
企業版赤穂ふるさとづくり基金条例の制定につ
いて

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 ７ 7 号 議 案
姫路市及び赤穂市における連携中枢都市圏形成
に係る連携協約の一部を変更する連携協約を締
結することについて

原案
可決

〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第７８号議案
赤穂西中学校（B棟・D棟）大規模改造工事請負
契約の締結に係る議決変更について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相生・赤穂広域幹線道路整備促進協議会と幹線道路・河川
整備特別委員会が県へ要望書を提出

　令和４年１１月４日（金）、相生・赤穂広域幹線道路整備促進協議会が、兵庫県庁と西播磨
県民局へ高取峠トンネルの事業化及び県道竜泉那波線の整備促進について、また幹線道路・河
川整備特別委員会が安全で円滑な交通体系の確保や地方創生によるまちづくりの推進のため、
兵庫県庁と西播磨県民局へ、赤穂市内の幹線道路や河川・砂防えん堤の整備促進、また国道
２５０号高取峠トンネル化並びに４車線化について社会基盤整備プログラムへの位置付けにつ
いて要望しました。

兵庫県庁にて 西播磨県民局にて
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議会活動状況

編集後記
　新年あけましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、お健やかに新年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。

　今年も、皆様がより議会に関心を持っていただけ

るような紙面づくりに努めてまいりますので、よろし

くお願いいたします。

　※表紙写真は「赤穂御崎きらきら坂」から望む朝日です。

１１月／

　２日・播但市議会議長会総会（朝来市）

　４日・相生・赤穂広域幹線道路整備促進協議会県要望

　　　・幹線道路・河川整備特別委員会県要望

　　　　（西播磨県民局・兵庫県庁）

　７日・奈良県香芝市議会行政視察(来庁)

１０日・愛知県西尾市議会行政視察（来庁）

１４日・総務文教委員会協議会

１５日・京都府京田辺市議会行政視察（来庁）

　　　・西播磨市町議長会総会及び現地視察（宍粟市）

１６日・北海道河東郡音更町議会行政視察（来庁）

１７日・全国市議会議長会地方財政委員会（東京）

１８日・議会運営委員会

　　　・会派代表者会

　　　・議会報編集委員会

２１日・議会運営委員会

２５日・本会議［第４回定例会開会］

　　　　（決算表決・報告、議案説明）

２８日・本会議（議案質疑等）

２９日・民生生活委員会

３０日・建設水道委員会

１２月／

　１日・総務文教委員会

　　　・会派代表者会

　　　・議会運営委員会

　８日・本会議（一般質問６名）

　９日・本会議（一般質問２名・議案表決等）

　　　　［第４回定例会閉会］ 

　　　・議会報編集委員会

１３日・建設水道委員会・総務文教委員会合同協議会

１６日・市民病院経営改善調査特別委員会

２１日・議会報編集委員会

２３日・議会運営委員会

令和４年　議会のあしあと令和４年　議会のあしあと

区　　　分 会　期 本会議日程 質問者数

定

例

会

第１回（　２月） 32 6 6

第２回（　６月） 15 4 11

第３回（　９月） 20 4 16

第４回（１１月） 15 4 ８

計 ４回 82 18 41

臨 時 会 ２回 2 2 －

年間合計 ６回 84 20 41

名　　　　称
委　員　会

協議会
会期中 閉会中 合　計

常

任

委

員

会

民 生 生 活 5 1 6 7

建 設 水 道 5 1 6 12

総 務 文 教 5 1 6 8

合 計 15 3 18 27

特

別

委

員

会

幹 線 道 路・ 河 川 整 備 2

決 算 6

市 民 病 院 経 営 改 善 調 査 6

議 員 協 議 会 1

議 会 運 営 委 員 会 18

会 派 代 表 者 会 15

議 会 報 編 集 委 員 会 11

◆ 議会の開催状況

◆ 委員会の開催状況

◆ 請願・意見書の審議結果

区分 内　　　容 結　果

請
　
願

1

少人数学級推進などの定数改善と義務
教育費国庫負担率２分の１復元をはか
るための、2023 年度政府予算に係る
意見書採択の請願について

採　択
全会一致

意
見
書

1

少人数学級推進などの定数改善と義務
教育費国庫負担率２分の１復元をはか
るための、2023 年度政府予算に係る
意見書の提出について

可　決
全会一致
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